




本研究の目的は,集団保育を念頭において,集団の大きさや構造が,集団を構成する個体の

発達にどのように影響するかを分析することにある。 

その目的のために,比較的単純な集団構造をもつオタマジャクシ(アフリカツメガエル)の

成長過程でみられる密度効果をとりあげた。アフリカツメガエルは任意の時期に人工授精

によって,大量(1000 匹前後)の,しかも,遺伝子組成の近接したオタマジャクシが得られる

ので,集団の大きさなどの後天的な要因の影響を,比較的容易に分析することが可能である。 


